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第８回福島市待機児童対策推進会議 議事録 

 

１ 日 時  令和２年１１月２０日（金） １４：３０～１５：３０                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

 

２ 場 所  福島市役所４階 庁議室 

 

３ 出席者  木幡 浩会長、山崎 麻弥子委員、栗花 澄子委員、大内 美紀委員、 

菊田 由香委員、渡邉 由紀委員、細谷 實委員、吉田 務委員、 

狩野 奈緒子委員、横田 智史委員、立花 由里子委員、髙岡 寿哉委員 

 

４ 内 容 

（１）開会 

（２）挨拶 

（３）議事 

（４）その他 

（５）閉会 

 

５ 概要 

（１）議事 

【令和２年１０月１日現在の待機児童数（速報値）について】 

【令和２年度待機児童対策推進パッケージの主な実績について】 

【令和３年４月１日の待機児童解消に向けた取り組みについて】 

【令和３年度待機児童対策推進パッケージ（案）について】 

事務局説明後、質疑応答、意見交換 

 

６ 委員の主な発言 

○委員  ①令和３年４月に新設予定の施設はあるのか。新設予定がないとすれば、今

後、コロナ禍で保育施設の利用を控えていた人たちの保育ニーズが掘り起こさ

れることで見込まれる申込者数の増加については、どのように対応するのか。 

②スライド１８の保育施設トップセミナーが今年度開催されるということ

だが、いつ、どのように開催するのか伺いたい。 

③スライド２２の保育士の確保については、保育士の離職防止のため、勤続

年数に応じた表彰制度など、個人が喜ぶような取組みを行ってみても面白い。

また、施設に対しては職員の離職率の改善などを基準に表彰を行ってもよいの

ではないか。 

④コロナ禍でオンライン保育を追求している保育事業者もある。今後ますま

すテレワークが進むと思うので、新しい保育モデルとして、オンライン保育を

試行的に実施していくのもいいのではないか。 

○事務局 ①施設整備については、スライド１５で示しているが、施設の新設を予定し
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ているものではない。保育施設の定員拡大については、既存施設の改修等で対

応するなど、幅広に検討を行い、その財源についても国庫補助などの活用を考

えていきたい。 

      ②保育施設のトップセミナーについては、来年２月に実施を予定している。

企画内容は調整中なので、内容が固まり次第、ご案内させていただきたい。 

③保育士や保育施設等の表彰制度を設けることについては、各保育施設等が

行っている取組状況や離職の状況等を踏まえながら研究したい。 

④オンライン保育については、マスクを着用しながらの保育が子どもたちの

成長にはいかがなものかという声をいただいているところであり、そういった

声も踏まえて研究させていただきたい。 

○会長  保育の表彰制度等というのは業界団体が行っていることが多いと思うが、保

育関係ではそういった取組みはないのか。 

○委員 幼稚園ではある。 

○会長  民間で行っている取組みが既にあるならば、基本的に民間主導で取組みを行

うのがよいのではないか。 

○委員  ①スライド１８の地域型保育事業（小規模保育事業）連携施設設定推進事業

は大切な取り組みである。「子ども・子育て新ステージプラン」で、福島市は日

本一の子育て環境づくりを目指すと謳っているので、市が仲立ちして、幼稚園、

保育所、認定こども園、地域型保育施設の協議を進める必要がある。 

      ②見出しが「保育士」と記載されている事業でも、説明文には「保育士等」

と記載されていたり、対象が不明瞭である。日本一の子育て環境を目指すなら、

幼稚園には幼稚園教諭、認定こども園には保育教諭、保育所には保育士とそれ

ぞれおり、一体的に考える必要がある。また、スライド９の宿舎借り上げ支援

事業などは、幼稚園教諭にもぜひ拡充していただきたい。 

      ③学生向けに幼稚園教諭の就職相談会を開催した際、学生のほうから保育士

の就職相談は行っていないのかと尋ねられたこともあり、保育士の就職相談会

と合わせて官民一体で就職相談会を行うことはできないか。 

○事務局 ①地域型保育事業は、３歳未満のお子様を受け入れる施設なので、卒園後の

受け皿については積極的に考えていきたい。連携施設の設定については市が主

体的に各施設との協議の場を設けさせていただきたいと思うので、協力をお願

いしたい。 

②保育士の確保という見出しについては配慮が足りず申し訳ない。事業にも

よるが、幼稚園教諭、保育教諭も含まれている事業もある。今後の資料作成に

ついては注意してまいりたい。 

③就職相談会については、現在、公立保育施設・私立保育施設合同で開催さ

せていただいているところだが、次年度以降はどのような形での開催が望まし

いのか検討させていただきたい。 

○会長  幼稚園教諭、保育教諭、保育士の名称については、統一の流れがあればいい

と思う。教育・保育は一体として運営していかなければということで、担当課

名を今のようにした。まだ昔の名残があるかもしれないが、今後は一体的に取
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り組んでいきたいと思う。 

○委員  ①保育士確保で大事なのは数だけではない。質の良い先生に来てほしいので

保育士の研修等も充実していただきたいと思う。 

②幼稚園送迎ステーション事業について具体的にお伺いしたい。 

○事務局 ②現在、市内のすべての私立幼稚園に預かり保育を実施していただいている

ところではあるが、預かり保育を行っている時間帯は各園で異なっている。こ

のため、保護者が就労している世帯では、幼稚園の利用を希望しても預かり保

育の開始時刻や終了時刻に合わせた送迎が難しい。 

そこで、幼稚園の開園前後の時間帯で子どもを一時的に預かる「送迎ステー

ション」を設置し、保護者が就労している世帯でも幼稚園の利用が可能となる

ような事業を検討している。 

○会長  ①保育士の質という観点では、既に保育士として従事されている人の質を上

げていくというのは重要であると思うが、一方で、保育のように専門性が高い

職種では、市外から優秀な人材が集まるようになることも重要である。福島市

の特色のある保育に魅力を感じて、あの施設で働きたいという思いでやって来

る人もいると思う。最近は公立保育士の採用でも、そういう観点で応募してく

る人がいる。先進的な取組みやブランドが、質の高い保育士を増やす。また、

今年から特色ある幼児教育・保育プロジェクトを実施しており、各園で様々な

取組みを実施していただいているところだが、日本一の子育て環境づくりのた

めに、そういった質や多様性を重視したい。 

○委員  市では Youtube で保育士募集動画を公開し、PR 活動もやっているが、県の私

立幼稚園・認定こども園でもショートムービーを作成している。 

○会長 専門職の魅力を PR するというのは大事なことだと思う。 

○委員  ①AI の導入で希望する保育施設を６か所選択できるようになったが、兄弟姉

妹で異なる施設に入所が決まり、辞退となる事例も目立ってきている。この点

は、市と施設間の情報共有や話し合いで解消できることもあるのではないか。

兄弟姉妹が別施設に入所することの解消も待機児童の解消につながるのでは

ないか。 

②特色ある教育・保育についても、大変勉強になったので、現に取り組んで

いる園だけでなく、市の保育施設全体に取組みの内容が共有され、刺激となっ

ていけばいいと思う。 

③コロナ禍の中で様々な補助をつけていただいて感謝している。午睡管理シ

ステムもありがたいが、施設の事務量が増えており、もう少し事務手続きの簡

素化も考えていただければ、保育士が子どもたちに向き合う時間を増やせる。

各施設で ICT の活用方法がもっと分かってくると、保育士の負担も軽減される

ので、市として先導して考えていただきたい。 

○事務局 ①提言いただいたことを踏まえながら、保護者への情報提供なども工夫して

いきたい。 

②今年度から特色ある幼児教育・保育プロジェクトを実施してきたが、事業

の成果については、各施設に共有できる機会を設けたいと考えており、また取
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組内容については、市外に向けても発信することを考えている。 

③幼児教育・保育の無償化が昨年１０月に実施されて以降、施設における事

務負担が増大していることは承知している。国へ負担軽減措置について支援を

求めているところであり、私どもとしても ICT の活用により更なる負担軽減が

図られるよう検討していきたいと考えている。 

また、ICT のさらなる活用については、公立施設で登降園の管理システム、

午睡チェックのシステム等を導入したところであるが、その取組みの結果を踏

まえて、公立施設の取り組み状況の紹介などもしながら、更なる活用に向けて

考えていきたい。 

○会長  ICT の活用については、これまで福島という地域では、慣れていなかった分

野だと思う。タブレットの導入も事務方に強く指示して、今年度思い切って実

施した。ICT の様々な活用については皆様のお知恵も借りてやっていきたい。

また、負担軽減を考えるときには、どれを無駄か考えるのが大事である。職員

も不要なものは不要であると思うことに慣れていかないといけない。皆様も負

担を感じていることについては、声をお寄せいただきたい。 

○委員  福島市の場合、夕方に預かる子どもの人数が 0 人でも保育士を最低１名配置

することが必要となっているが、宮城県であれば子どもが 0 人であれば園を閉

めてもよいとしている。連絡が取れるようになどの理由というが、保育園はサ

ービス業化しすぎている。預かる子どもがいないのに保育士が配置されなくて

はいけないというのは改善した方がよい。 

○会長  その指摘はまた今後検討していく。 

○委員  ①養成校の状況をお話しすると、今年はコロナ禍で実習の予定などが狂い、

就職活動が遅れている。 

②就職活動をする学生には、よく「保育施設のどこを見たらよいのか」と聞

かれる。以前、東京の保育所に就職が決まった学生がいたが、その学生にどう

してそこを選んだのか尋ねたところ、その園で行っている保育に魅力を感じた

ということだった。先ほど、幼稚園教諭の PR 動画を作成したということだった

が、福島市の各園が行っている保育についても、その特色や実際の姿を、動画

や SNS を活用して、保育士を目指す学生に届くよう情報発信してもらいたい。 

○事務局 ①就職活動についての取組みとしては、令和３年１月上旬に就職相談会を開

催する予定である。保育士を目指す学生の皆様には奮って参加いただきたい。

また、今年度は学校のもとに出向かせていただき、学生の皆様に説明をする機

会をいただいており、学生の皆様へぜひご案内をお願いしたい。 

②特色ある教育・保育を実施している施設の紹介ということだが、今回、市

のホームページに各保育施設を紹介できるページを設けたところである。今後

は市のホームページから各施設のホームページや、私立幼稚園・認定こども園

が作成した PR 動画へのリンクも考えていきたい。 

○会長  保育士養成校の実習の受入れについては、コロナ禍ではあるが、最終的に資

格を取得することができないことにつながりかねないので、一定のリスク管理

をしながら、実習の受入れを行っていただきたい。 
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○委員  待機児童数 42 名については公立・私立を希望している子どもの総数なのか。

この中に認可外保育施設を希望はしているが料金が見合わない等の理由で入

所していない子どもが含まれるのか。 

○会長  認可外保育施設を希望する子どもは除かれている。 

〇委員  ①この会議の中で、認可外保育施設の位置づけがどの資料を見ても書かれて

いないが、市として認可外保育施設の位置づけをどう考えているのかを教えて

いただきたい。 

②スライド１８の地域型保育事業連携施設設定推進事業だが、認可外保育施

設でも２歳までのお子さんをお預かりしている施設がある。子どもが３歳を迎

え、新たな預け先を検討する際に、施設間で連携しているところがあまりなく、

幼稚園や認可保育施設については自分たち職員もよく分かっていないことが

あるので、市には認可外保育施設も含めて転所の促進に関する支援を進めてい

ただきたい。 

〇事務局 ①認可外保育施設も福島市の重要な保育施設と認識しており、その認識のも

と、運営費補助の仕組みも設けている。 

②スライド２１の保育アテンダント事業で、認可外保育施設を含めて、保育

施設への入所を希望する保護者への案内を充実させていきたい。 

○会長  スライド６で、0 歳児の申し込みが今年は昨年同時期と比べ 60 人くらい減っ

ている。１歳児も減少している。新型コロナウイルスの影響で子どもの出生数

が減ったという新聞報道等もあるが、福島市ではそこまで減っていないので、

職場復帰を遅らせて、今は家庭で保育していることが考えられる。したがって、

幼児教育・保育の無償化と相まって、今後はさらに保育ニーズが掘り起こされ

るということが考えられる。 

また、今年度は施設整備を行わなかったが、さまざまな取り組みにより、来

年４月こそは待機児童数ゼロを実現したい。そのためには皆様のような関係者

の方々の協力は欠かせないので、ぜひ協力をお願いしたい。 


